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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 2,492 △5.8 △166 ― △169 ― △80 ―

22年３月期第１四半期 2,647 △4.7 △170 ― △175 ― △137 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 △9 29 ―

22年３月期第１四半期 △15 85 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 9,331 4,650 49.8 536 26

22年３月期 9,249 4,706 50.8 542 78

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 4,644百万円 22年３月期 4,700百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

23年３月期 ―

23年３月期(予想) 0 00 ― 10 00 10 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 5,540 1.1 30 ― 15 ― 5 ― 0 58

通期 12,000 1.2 210 436.6 190 817.9 90 ― 10 39



 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。 

  

  平成20年３月期まで当社の持分法適用関連会社であったＳＢＩネットシステムズ㈱（旧社名㈱シーフ

ォーテクノロジー）は、平成18年３月期から平成20年３月期における会計処理において、一部に適切な

会計処理が行われていなかった可能性が発覚したため、事実関係を調査するために外部調査委員会を設

置した旨のプレスリリースが平成22年７月28日に公表されました。 

 当社の当期業績への影響はないものと判断しており、四半期報告書につきましても提出期限内に提出

できる見込みであります。 

 外部調査委員会が公表する調査結果に基づき当社への影響が判明した場合には、改めてお知らせいた

します。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.３「２.その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規 ― 社 (            )、除外 ― 社 (            )

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 9,195,365株 22年３月期 9,195,365株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 535,194株 22年３月期 535,174株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 8,660,181株 22年３月期１Ｑ 8,660,271株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期におけるわが国経済は、世界経済全体における見通しの不透明感や円高、設備投資需要の
低迷、またデフレ等の影響もあり、経済全体として不安定な状況で推移いたしました。 
情報サービス業界におきましては、ＩＴ投資の大幅な削減は下げ止まりの感もあり、業務の効率化、業

績拡大、競争力強化等を目的とするＩＴ関連投資も少しずつ回復しております。しかしながら、投資効果
を慎重に見極めようとする企業姿勢は変わらず、厳しい受注環境が続いております。 
このような状況下にあって当第１四半期連結累計期間における当企業グループは、開発案件の延期、見

直し、及び政権の不安定要素等により、利益額は前年同期比に比べ、わずかながら上回ったものの、売上
高は前年度を下回る結果となりました。 
これらの結果、当第１四半期連結累計期間における連結業績は、売上高2,492百万円と前年同四半期と

比べ154百万円（5.8％）の減収となりました。また利益面では、営業損失166百万円（前年同四半期は営
業損失170百万円）、経常損失169百万円（前年同四半期は経常損失175百万円）、四半期純損失80百万円
（前年同四半期は四半期純損失137百万円）となりました。 
  

当第１四半期における総資産は9,331百万円となり、前連結会計年度末と比べ82百万円増加しました。
これは主に、売掛金の減少763百万円があったものの、現金及び預金の増加606百万円、賞与引当金の増加
249百万円によるものです。 
  

平成22年５月14日に発表の業績予想に変更はありません。 
  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

（簡便な会計処理） 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな
いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。
  

②固定資産の減価償却費の算定方法 

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間
按分する方法によっております。 
 なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して
算定する方法によっております。 
  

③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差
異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度末において使用した将来の業
績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引
前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じる方法を採用しております。 
なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

（会計処理基準に関する事項の変更） 

①資産除去債務に関する会計基準等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成
20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号
平成20年３月31日）を適用しております。 
 これにより、営業損失は450千円、経常損失は1,415千円、税金等調整前四半期純損失は14,396千円
増加しております。 

  

②企業結合に関する会計基準等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年
12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、
「『研究開発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事
業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基
準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日）、「企業結合会計基準及び企業分離等会計基準に関
する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 
 なお、連結子会社の資産及び負債の評価方法を部分時価評価法から全面時価評価法へ変更したこと
による連結財務諸表に与える影響はありません。 

  

（表示方法の変更） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸
表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内
閣府令第５号）の適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損
失」の科目で表示しております。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,177,418 1,571,064

受取手形及び売掛金 1,466,584 2,229,920

商品及び製品 17,895 17,754

仕掛品 147,389 13,248

繰延税金資産 145,974 145,974

その他 180,860 87,300

貸倒引当金 △4,637 △5,637

流動資産合計 4,131,484 4,059,625

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,233,966 1,233,966

減価償却累計額 △790,999 △783,593

建物及び構築物（純額） 442,967 450,373

土地 3,304,710 3,304,710

その他 311,234 307,505

減価償却累計額 △245,401 △240,825

その他（純額） 65,833 66,679

有形固定資産合計 3,813,511 3,821,764

無形固定資産

ソフトウエア 75,838 83,254

その他 9,903 9,903

無形固定資産合計 85,742 93,157

投資その他の資産

投資有価証券 534,572 517,465

長期貸付金 80,735 85,631

その他 755,040 741,535

貸倒引当金 △69,500 △70,100

投資その他の資産合計 1,300,848 1,274,533

固定資産合計 5,200,102 5,189,455

資産合計 9,331,587 9,249,080
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 370,989 453,298

1年内償還予定の社債 130,000 130,000

短期借入金 678,000 543,200

1年内返済予定の長期借入金 998,700 1,053,200

未払法人税等 － 22,164

賞与引当金 496,899 246,955

役員賞与引当金 5,500 －

その他 389,345 436,283

流動負債合計 3,069,434 2,885,101

固定負債

社債 230,000 250,000

長期借入金 1,180,734 1,224,384

繰延税金負債 31,491 13,408

退職給付引当金 13,530 12,203

役員退職慰労引当金 62,000 62,000

その他 94,353 95,110

固定負債合計 1,612,108 1,657,106

負債合計 4,681,543 4,542,208

純資産の部

株主資本

資本金 2,905,422 2,905,422

資本剰余金 1,949,999 1,949,999

利益剰余金 △14,202 66,246

自己株式 △244,848 △244,843

株主資本合計 4,596,370 4,676,824

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 47,772 23,721

評価・換算差額等合計 47,772 23,721

少数株主持分 5,900 6,326

純資産合計 4,650,043 4,706,872

負債純資産合計 9,331,587 9,249,080
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 2,647,012 2,492,580

売上原価 2,446,107 2,285,761

売上総利益 200,905 206,818

販売費及び一般管理費 371,177 373,422

営業損失（△） △170,271 △166,603

営業外収益

受取利息及び配当金 2,537 2,206

受取家賃 5,974 5,658

助成金収入 － 9,593

貸倒引当金戻入額 1,600 1,600

保険解約返戻金 8,822 －

その他 1,543 2,367

営業外収益合計 20,479 21,425

営業外費用

支払利息 17,119 16,091

社債利息 3,292 2,122

貸与資産減価償却費 2,155 1,722

持分法による投資損失 1,462 3,065

その他 1,240 994

営業外費用合計 25,270 23,996

経常損失（△） △175,063 △169,175

特別利益

投資有価証券売却益 － 34,802

特別利益合計 － 34,802

特別損失

投資有価証券評価損 5,000 41,515

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 12,981

特別損失合計 5,000 54,497

税金等調整前四半期純損失（△） △180,063 △188,870

法人税等 △41,084 △107,995

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △80,875

少数株主損失（△） △1,735 △425

四半期純損失（△） △137,242 △80,449
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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